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次に、分割譜を載せる。
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JohannesBrahms作曲「6つのピアノ小品作品118」の和声技法の解明
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JohamesBrahms作曲「6っのピアノ小品作品118」の和声技法の解明
以上から、曖昧に聞こえる調性、うねりの分散和音で使われている減7
（薪g）、多用されるDやD2、明確な機能の回避、などが見られると共に、
最後までモチーフの扱い方に工夫を凝らしている事が分かる。S進行の多
用からは、意識的に古風さを求めるアルカイズムの趣味も窺える。
左手のロマンティックなうねりの上に、右手が厳格なインベンション的
展開をしている点が面白い。
IV結び
「6つのピアノ小品作品118」の6曲は、それぞれに趣が異なってい
て面白い。1曲目は、侍音、減7が多用され、2曲目はD2へのこだわり
が見られるロマンティックな曲。3曲目は異名同音的転義が多く見られ、
曲中の対比が素敵である。4曲目は珍しい四声体のカノンを用い、5曲目
は特殊な変奏曲でS進行を用いる古風な曲である。6曲目は曖昧に聞こ
える調性で始まり、モチ」フの扱いに工夫を凝らしている等、それぞれに
特徴があり、どの曲も、和声面も構造面も実に凝った造りになっている。
和声面では、解決進行（V→1）の回避、ロマン派の和声進行
（D2→D）の多用、1▽へのこだわり、偶成と転義による遠隔調への転調
の技法が見られた。
好んで使用した和音として減7、特に薪gが挙げられる。また、保続音
上の減7の上行分散ライン・下降分散ラインもBrahms的である。意識的
に古風さを求めるアルカイズムの趣味も窺える。
Brahms独特の技法があるのかというと、そうではなく、和声をべ一ス
に色々な要素が絡み合い、総合的に用いられた時にBrahmsらしさが生ま
れるのである。
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